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【要旨】 

本研究の目的は、XバンドMP レーダデータを用いて地上の降雪強度を把握することと、地上における吹雪検

知の可能性について明らかにすることである。そこで本研究ではレーダデータおよび地上観測結果を解析し、レー

ダ雨量データから地上降雪強度を算出するための補正係数を提示した。また、補正したレーダ雨量とレーダ観測

から得られるドップラー風速を用い、上空における飛雪流量を推定した。その推定結果と地上における実測飛雪

流量の比較を行った結果、XバンドMPレーダを用いて地上における吹雪検知ができることが示されただけでな

く、レーダデータのみを用いて、吹雪の発生状況を定量的に把握できる可能性が示唆された。 
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１. はじめに 

吹雪の発生は局地的かつ突発的である。そのため、

吹雪被害を効果的に軽減するためには、吹雪の発生

状況を面的かつリアルタイムに把握することが望ま

しい。しかし、吹雪を計測する観測機器を面的に配

置することは非現実的である。 

一方、国土交通省は、集中豪雨や局所的豪雨の監

視体制強化を目的に、X バンド MP レーダ(以下、

X-MP)の全国配備を 2008年より進めてきた。北海道

内には 2013年に北広島市、2014年に石狩市にX-MP

が設置され、現在この 2基体制で札幌圏を中心とす

る半径約 60km の範囲を常時監視している。X-MP

は、降雨を高精度に観測する手段として活用されて

いる。X-MPの特長は二重偏波(水平・垂直)を用いて

観測を行っている点である。雨滴が落下する際、空

気抵抗によってその形状は横方向に扁平するが、雨

滴が大きいほど扁平量が大きくなる。二重偏波に

よって雨滴形状を正確に捉えることができるため、

高精度な降雨観測が可能となる 1), 2)。X-MP観測の空

間分解能は 250m メッシュである。また、観測間隔

は 1分、情報配信までに要する時間は観測終了から

約 1 分である。そのため、X-MP によって面的な降

雨情報をほぼリアルタイムに把握することが可能で

ある。 

北海道では大雨災害だけでなく、大雪や吹雪に伴

う雪氷災害が毎年のように発生しており、X-MP の

冬期利用に関する社会的要請が高い。本研究では、

X-MP 観測で得られる上空のデータから地上におけ

る降雪強度の把握や、吹雪の発生を検知することが

できるか、その可能性を明らかにすることを目的と

する。なお、本研究の対象は降雪を伴う吹雪であり、

降雪を伴わない地吹雪については対象外としている。 

X-MP 観測で得られる上空のデータについて、そ

の一部を簡単な説明とともに以下に記す。 

(ⅰ) レーダ雨量 

任意の地点（メッシュ）における単位時間・単位

面積あたりの降水量のことで、単位はmm/h。なお、

Webサイト「国土交通省 川の防災情報 HP」3) など

で一般配信されている雨量情報(図-1)は、複数レーダ

で観測されたレーダ雨量を合成処理したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ⅱ) ドップラー速度 

レーダ基地局に向かう（もしくは遠ざかる）方向

の風速（正確には雨滴等の移動速度）のこと。2 基

のレーダから得られるドップラー速度を解析するこ

とによって、風の水平分布を算出することができる。 

図-1  レーダ雨量情報 

(国土交通省 川の防災情報 HPより 3) ) 
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７. まとめと今後の展望 

本研究では、XバンドMPレーダデータを用いて

地上降雪強度を把握することと、地上における吹雪

検知の可能性を明らかにすることを目的とし、レー

ダデータと地上観測結果の比較、解析を行った。本

研究により、札幌圏に配備されている 2基の Xバン

ドMPレーダ（北広島局・石狩局）による観測から

得られるレーダ雨量データは、地上降雪強度を過大

評価する傾向があることが示された。この結果に基

づき、XバンドMPレーダデータから地上の降雪強

度を算出するための補正係数を示した。また、Xバ

ンドMPレーダデータから上空における飛雪流量を

算出する手法を提示し、その推定結果と地上におけ

る実測飛雪流量を比較した。その結果、推定結果は

実測結果を過大評価する傾向があるものの、両者に

は正の相関があることが確認された。以上より、X

バンドMPレーダから地上の降雪強度を求めること

ができ、また、地上における吹雪の発生検知ができ

る可能性があることを示した。 

 本研究で実施した推定飛雪流量と実測飛雪流量の

比較には、石狩吹雪実験場１地点のみのデータを使

用した。そこで、今後は複数地点での地上観測を実

施し、推定結果に対して面的に比較検討を行う。加

えて、X-MP データのみを用い、地上における吹雪

の激しさを、面的かつリアルタイムに把握するため

のアルゴリズム構築を目指す。 
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Abstract ：This study aims to clarify the possibility of detecting occurrences of a snowstorm by using x-band 

multi parameter (MP) radars. In this study, radar data and results of surface observation were analyzed. 

The blowing snow mass flux at a high level in the sky was estimated by using the radar data. Comparison 

between the estimated mass flux and the measured surface mass flux suggested that it is possible to 

determine the occurrences of snowstorms by using radar data only. 

 

Key words :  X-band multi parameter radar, snowfall intensity, blowing snow observation, blowing snow 
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